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HMDを用いた三次元 VR空間における奥行き方向への認知時間の変化に関する研究 




















































ディスプレイへの視線移動角θを 13[deg]とした.被験者 5 名








点と各ディスプレイ間の奥行き距離 x を 1,3,5,7,9,15,19[m]
に変えて測定した.各距離につき 40 回繰り返して平均反応時
間を算出する.その結果を実空間の結果と合わせて Fig.3 に示
す.奥行き距離の違いによる反応時間の違いは見られなかった.
先行研究の結果と比較するとVR空間のみで計測された 7m以降
は増加傾向が見られなかった.HMD は両眼視差のみで奥行き感
を与えることから,両眼視差での知覚に限界があること,また
VR 空間では焦点は常にスクリーン上に合わせるため調節量が
変化しなかったことが要因と考えられる.これらのことから,
奥行き方向への認知時間を計測するためには焦点の調節機能
が最も重要であることが明らかになった. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.3 各奥行き距離による平均反応時間の変化[msec] 
 
4 まとめ 
本研究では,三次元 VR 空間において奥行き認知時間を計測
し,実空間での結果と比較したことで,奥行き方向への認知に
時間がかかるよう要因を焦点の調節だと明らかした.そのため
今後は,焦点の調節を伴う方法で更に広い範囲で奥行き認知時
間を計測する必要である． 
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